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第 (だい)２章 (しょう)　　　　市 (し)の現状 (げんじょう)と課題 (かだい)


１　小平市 (こだいらし)の地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を取 (と)り巻 (ま)く現状 (げんじょう)	
（１）人口 (じんこう)動態 (どうたい)　●　●　●　●　●　●　●
① 人口 (じんこう)と世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
総人口 (そうじんこう)は年々 (ねんねん)増加 (ぞうか)し、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)には189,885人 (にん)となっており、また、世帯数 (せたいすう)についても増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあり、88,967世帯 (せたい)となっています。
しかし、１世帯 (せたい)当 (あ)たり人口 (じんこう)は、平成 (へいせい)20（2008）年 (ねん)の2.23人 (にん)から29（2017）年 (ねん)の2.13人 (にん)へと減少 (げんしょう)し、小世帯化 (しょうせたいか)が進 (すす)んでいます。


人口 (じんこう)と世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
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※人口 (じんこう)には、「年齢 (ねんれい)不詳 (ふしょう)」を含 (ふく)む。
※法 (ほう)改正 (かいせい)により平成 (へいせい)24年 (ねん)７月 (がつ)から外国人 (がいこくじん)住民 (じゅうみん)も住民 (じゅうみん)基本 (きほん)台帳 (だいちょう)制度 (せいど)の対象 (たいしょう)となったため、平成 (へいせい)25年 (ねん)以降 (いこう)の人口 (じんこう)と世帯数 (せたいすう)には、外国人 (がいこくじん)住民 (じゅうみん)を含 (ふく)んでいる。
資料 (しりょう)：住民 (じゅうみん)基本 (きほん)台帳 (だいちょう)（各年 (かくねん)１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）




② 年齢 (ねんれい)３区分 (くぶん)別 (べつ)人口 (じんこう)構成比 (こうせいひ)の推移 (すいい)
年齢 (ねんれい)３区分 (くぶん)別 (べつ)に人口 (じんこう)構成比 (こうせいひ)をみると、年少 (ねんしょう)人口 (じんこう)（０～14歳 (さい)）に大 (おお)きな変化 (へんか)はみられませんが、生産 (せいさん)年齢 (ねんれい)人口 (じんこう)（15～64歳 (さい)）は減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)、老年 (ろうねん)人口 (じんこう)（65歳 (さい)以上 (いじょう)）は増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあります。
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※人口 (じんこう)割合 (わりあい)は四捨五入 (ししゃごにゅう)の影響 (えいきょう)で、合計 (ごうけい)が100％にならない場合 (ばあい)がある。
資料 (しりょう)：住民 (じゅうみん)基本 (きほん)台帳 (だいちょう)（各年 (かくねん)１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）

（２）人口 (じんこう)の推計 (すいけい)　●　●　●　●　●　●　●
総人口 (そうじんこう)は微増 (びぞう)傾向 (けいこう)が続 (つづ)いていますが、平成 (へいせい)32（2020）年 (ねん)をピークに、人口 (じんこう)減少 (げんしょう)へ転 (てん)じると推計 (すいけい)されます。
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)[image: ]人口 (じんこう)の推計 (すいけい)（実績値 (じっせきち)・推計値 (すいけいち)）
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※平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)の総人口 (そうじんこう)には「年齢 (ねんれい)不詳 (ふしょう)」を含 (ふく)むため、年齢 (ねんれい)３区分 (くぶん)別 (べつ)人口 (じんこう)の合計値 (ごうけいち)と一致 (いっち)しない。
※人口 (じんこう)割合 (わりあい)は四捨五入 (ししゃごにゅう)の影響 (えいきょう)で、合計 (ごうけい)が100％にならない場合 (ばあい)がある。
資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)人口 (じんこう)推計 (すいけい)報告書 (ほうこくしょ)（平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)による）（各年 (かくねん)10月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）


（３）高齢者 (こうれいしゃ)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① 高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推移 (すいい)
高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推移 (すいい)をみると、増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあり、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)には小平市 (こだいらし)の総人口 (そうじんこう)の22.8%、43,215人 (にん)となっています。また、平成 (へいせい)20（2008）年 (ねん)からみると、前期 (ぜんき)高齢者 (こうれいしゃ)（65～74歳 (さい)）よりも、後期 (こうき)高齢者 (こうれいしゃ)（75歳 (さい)以上 (いじょう)）の増加 (ぞうか)の伸 (の)びが大 (おお)きくなっています。
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)[image: ]高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推移 (すいい)







 (
さいいじょう
) (
さい
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
ねん
) (
へいせい
) (
ねん
)[image: ]


※外国人 (がいこくじん)登録 (とうろく)人口 (じんこう)を含 (ふく)む。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)（各年 (かくねん)１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）
② 高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推計 (すいけい)
高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推計 (すいけい)をみると、年々 (ねんねん)高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)は増加 (ぞうか)し、平成 (へいせい)47（2035）年 (ねん)には51,445人 (にん)と予測 (よそく)されています。また、高齢化率 (こうれいかりつ)をみると、平成 (へいせい)47（2035）年 (ねん)には28.3%となる見込 (みこ)みです。
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)[image: ]高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)の推計 (すいけい)（実績値 (じっせきち)・推計値 (すいけいち)）
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資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)人口 (じんこう)推計 (すいけい)報告書 (ほうこくしょ)（平成 (へいせい)27(2015)年 (ねん)国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)による）（各年 (かくねん)10月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）


③ 高齢者 (こうれいしゃ)単身 (たんしん)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
高齢者 (こうれいしゃ)単身 (たんしん)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)をみると、平成 (へいせい)７（1995）年 (ねん)と比較 (ひかく)して、平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)は、男性 (だんせい)世帯 (せたい)は4.0倍 (ばい)の2,533世帯 (せたい)、女性 (じょせい)世帯 (せたい)は3.0倍 (ばい)の5,953世帯 (せたい)となっています。
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※高齢者 (こうれいしゃ)単身 (たんしん)世帯 (せたい)とは、65歳 (さい)以上 (いじょう)の一人 (ひとり)のみの世帯 (せたい)のこと。
資料 (しりょう)：国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)

④ 高齢者 (こうれいしゃ)夫婦 (ふうふ)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
高齢者 (こうれいしゃ)夫婦 (ふうふ)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)をみると、平成 (へいせい)７（1995）年 (ねん)と比較 (ひかく)して、平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)は、2.1倍 (ばい)の8,517世帯 (せたい)となっています。

 (
せたい
)[image: ]高齢者 (こうれいしゃ)夫婦 (ふうふ)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
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※高齢者 (こうれいしゃ)夫婦 (ふうふ)世帯 (せたい)とは、夫 (おっと)65歳 (さい)以上 (いじょう)、妻 (つま)60歳 (さい)以上 (いじょう)の夫婦 (ふうふ)のみの世帯 (せたい)のこと。
資料 (しりょう)：国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)


⑤ 要介護 (ようかいご)等 (とう)認定者数 (にんていしゃすう)の推移 (すいい)
要介護 (ようかいご)等 (とう)認定者数 (にんていしゃすう)の推移 (すいい)をみると、平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)からの５年間 (ねんかん)で約 (やく)1,400人 (にん)増加 (ぞうか)し、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)で8,227人 (にん)となっています。
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)[image: ]　要介護 (ようかいご)等 (とう)認定者数 (にんていしゃすう)の推移 (すいい)
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　　　　　　　　　　　　　　　　資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）

（４）障 (しょう)がいのある人 (ひと)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① 身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、
精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の推移 (すいい)をみると、それぞれおおむね増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあります。
身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)、
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)[image: ]精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
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※精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)は、有効 (ゆうこう)期限 (きげん)（２年 (ねん)）があるため、各年度 (かくねんど)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）


② 身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)
身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の内訳 (うちわけ)をみると、肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)が最 (もっと)も多 (おお)く2,731人 (にん)、次 (つ)いで内部障 (ないぶしょう)がいが1,600人 (にん)となっています。

身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)（平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)）

	視覚障 (しかくしょう)がい
	聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)
機能 (きのう)障 (しょう)がい
	音声 (おんせい)・言語 (げんご)
機能 (きのう)障 (しょう)がい
	肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
	内部障 (ないぶしょう)がい
	合併障 (がっぺいしょう)がい
	計 (けい)

	325
	458
	57
	2,731
	1,600
	330
	5,501


※合併障 (がっぺいしょう)がいとは、２つ以上 (いじょう)の障 (しょう)がいを併 (あわ)せ持 (も)つ人 (ひと)のこと。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)（３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）




③ 年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の推移 (すいい)
年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の内訳 (うちわけ)をみると、65歳 (さい)以上 (いじょう)が手帳 (てちょう)所持者数 (しょじしゃすう)の約 (やく)64％を占 (し)めています。また、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)は、平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)に比 (くら)べ、18歳 (さい)未満 (みまん)、65歳 (さい)以上 (いじょう)の占 (し)める割合 (わりあい)は減少 (げんしょう)しているのに対 (たい)し、18歳 (さい)以上 (いじょう)65歳 (さい)未満 (みまん)は増加 (ぞうか)しています。
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資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）



④ 愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)
愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の内訳 (うちわけ)をみると、４度 (ど)（軽度 (けいど)）が667人 (にん)と、手帳 (てちょう)所持者数 (しょじしゃすう)の約 (やく)47％を占 (し)めています。

愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)（平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)）

	１度 (ど)
（最重度 (さいじゅうど)）
	２度 (ど)
（重度 (じゅうど)）
	３度 (ど)
（中度 (ちゅうど)）
	４度 (ど)
（軽度 (けいど)）
	計 (けい)

	68
	371
	303
	667
	1,409


資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)（３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）



⑤ 年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の推移 (すいい)
年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の内訳 (うちわけ)をみると、18歳 (さい)以上 (いじょう)65歳 (さい)未満 (みまん)が、手帳 (てちょう)所持者数 (しょじしゃすう)の約 (やく)70％を占 (し)めています。また、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)は、平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)に比 (くら)べ、18歳 (さい)未満 (みまん)の占 (し)める割合 (わりあい)は減少 (げんしょう)しているのに対 (たい)し、18歳 (さい)以上 (いじょう)65歳 (さい)未満 (みまん)、65歳 (さい)以上 (いじょう)は増加 (ぞうか)しています。

年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)愛 (あい)の手帳 (てちょう)の所持者数 (しょじしゃすう)の推移 (すいい)
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資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）




⑥ 精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)
精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の内訳 (うちわけ)をみると、２級 (きゅう)が483人 (にん)、３級 (きゅう)が337人 (にん)と、合 (あ)わせると手帳 (てちょう)交付 (こうふ)件数 (けんすう)の約 (やく)93%を占 (し)めています。

精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)（平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)）

	１級 (きゅう)
	２級 (きゅう)
	３級 (きゅう)
	計 (けい)

	62
	483
	337
	882


※精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)は、有効 (ゆうこう)期限 (きげん)（２年 (ねん)）があるため、各年度 (かくねんど)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)（３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）




⑦ 年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の内訳 (うちわけ)をみると、18歳 (さい)以上 (いじょう)65歳 (さい)未満 (みまん)が、手帳 (てちょう)交付 (こうふ)件数 (けんすう)の80％以上 (いじょう)を占 (し)めています。また、平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)から平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)にかけて、18歳 (さい)以上 (いじょう)65歳 (さい)未満 (みまん)の占 (し)める割合 (わりあい)は、毎年 (まいとし)増加 (ぞうか)しています。

 (
にん
)年齢 (ねんれい)階層 (かいそう)別 (べつ)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
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※精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)は、有効 (ゆうこう)期限 (きげん)（２年 (ねん)）があるため、各年度 (かくねんど)の交付 (こうふ)件数 (けんすう)。
資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）



（５）子 (こ)どもの状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① 合計 (ごうけい)特殊 (とくしゅ)出生率 (しゅっしょうりつ)の推移 (すいい)
女性 (じょせい)が生涯 (しょうがい)に産 (う)む平均 (へいきん)の子 (こ)どもの数 (かず)に相当 (そうとう)する合計 (ごうけい)特殊 (とくしゅ)出生率 (しゅっしょうりつ)の推移 (すいい)をみると、増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)で推 (すい)移 (い)し、平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)では1.46と、全国 (ぜんこく)や東京都 (とうきょうと)より高 (たか)くなっています。

[image: ]合計 (ごうけい)特殊 (とくしゅ)出生率 (しゅっしょうりつ)の推移 (すいい)
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資料 (しりょう)：厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)「人口 (じんこう)動態 (どうたい)統計 (とうけい)」（平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)）
東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)保健局 (ほけんきょく)「人口 (じんこう)動態 (どうたい)統計 (とうけい)」（平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)）
② 認可 (にんか)保育所 (ほいくしょ)の状況 (じょうきょう)	
認可 (にんか)保育所 (ほいくしょ)の状況 (じょうきょう)をみると、施設数 (しせつすう)は平成 (へいせい)23（2011）年度 (ねんど)まで18園 (えん)でしたが、平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)以降 (いこう)、毎年 (まいとし)新 (あら)たに開設 (かいせつ)され、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)4月 (がつ)現在 (げんざい)、42園 (えん)となりました。これにより利用者数 (りようしゃすう)も増加 (ぞうか)しています。

 (
にん
)[image: ]認可 (にんか)保育所 (ほいくしょ)利用者数 (りようしゃすう)の推移 (すいい)
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　　　　　　 　　※管外 (かんがい)委託 (いたく)を含 (ふく)む。受託 (じゅたく)を含 (ふく)まない。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)、小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)４月 (がつ)1日 (ついたち)現在 (げんざい)）


③ 幼稚園 (ようちえん)の状況 (じょうきょう)
幼稚園 (ようちえん)の状況 (じょうきょう)をみると、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)5月 (がつ)現在 (げんざい)、15園 (えん)あり、2,187人 (にん)が利用 (りよう)しています。

幼稚園 (ようちえん)利用者数 (りようしゃすう)

	施設 (しせつ)
	３歳児 (さいじ)
	４歳児 (さいじ)
	５歳児 (さいじ)
	合計 (ごうけい)

	15
	675
	740
	772
	2,187


※他 (た)区 (く)市町村 (しちょうそん)の幼稚園 (ようちえん)に通 (かよ)う市民 (しみん)を含 (ふく)む。他 (た)区 (く)市町 (しちょう)村民 (そんみん)の受入 (うけい)れは含 (ふく)まない。
※認定 (にんてい)こども園 (えん)４園 (えん)に通 (かよ)う市民 (しみん)は含 (ふく)まない。
資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)５月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）




④ 認定 (にんてい)こども園 (えん)の状況 (じょうきょう)
認定 (にんてい)こども園 (えん)の状況 (じょうきょう)をみると、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)４月 (がつ)現在 (げんざい)、4園 (えん)あり、892人 (にん)が利用 (りよう)しています。


認定 (にんてい)こども園 (えん)利用者数 (りようしゃすう)

	施設 (しせつ)
	０歳児 (さいじ)
	１歳児 (さいじ)
	２歳児 (さいじ)
	３歳児 (さいじ)
	４歳児 (さいじ)
	５歳児 (さいじ)
	合計 (ごうけい)

	4
	3
	5
	8
	289
	275
	312
	892


※他 (た)区 (く)市町村 (しちょうそん)の認定 (にんてい)こども園 (えん)に通 (かよ)う市民 (しみん)を含 (ふく)む。他 (た)区 (く)市町 (しちょう)村民 (そんみん)の受入 (うけい)れは含 (ふく)まない。
資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)４月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）











⑤ 待機 (たいき)児童数 (じどうすう)の推移 (すいい)
市内 (しない)の待機 (たいき)児童数 (じどうすう)は、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)で89人 (にん)となっています。
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)[image: ]　待機 (たいき)児童数 (じどうすう)の推移 (すいい)
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資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)４月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）




⑥ 学童 (がくどう)クラブの状況 (じょうきょう)
学童 (がくどう)クラブの状況 (じょうきょう)をみると、施設数 (しせつすう)の増加 (ぞうか)に伴 (ともな)い定員 (ていいん)も増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあり、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)で30か所 (しょ)、定員 (ていいん)1,280人 (にん)となっています。

学童 (がくどう)クラブの状況 (じょうきょう)の推移 (すいい)

	年度 (ねんど)
	施設 (しせつ)
	定員 (ていいん)
	年間 (ねんかん)延登録 (のべとうろく)児童数 (じどうすう)
	年間 (ねんかん)延出席数 (のべしゅっせきすう)

	平成 (へいせい)24年度 (ねんど)
	27
	1,160
	322,535
	186,463

	平成 (へいせい)25年度 (ねんど)
	27
	1,180
	331,947
	191,156

	平成 (へいせい)26年度 (ねんど)
	28
	1,220
	345,609
	198,339

	平成 (へいせい)27年度 (ねんど)
	28
	1,220
	388,674
	217,202

	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)
	30
	1,280
	399,637
	226,118


資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)、小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)




（６）ひとり親 (おや)世帯 (せたい)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① ひとり親 (おや)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
ひとり親 (おや)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)をみると、平成 (へいせい)17（2005）年 (ねん)以降 (いこう)減少 (げんしょう)しており、平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)で863世帯 (せたい)となっています。そのうち、母子 (ぼし)世帯 (せたい)が約 (やく)９割 (わり)を占 (し)めています。

 (
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)[image: ]ひとり親 (おや)世帯数 (せたいすう)の推移 (すいい)
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※ひとり親 (おや)世帯 (せたい)とは、未婚 (みこん)、死別 (しべつ)又 (また)は離 (り)別 (べつ)の女 (おんな)（男 (おとこ)）親 (おや)と、その未婚 (みこん)の20歳 (さい)未満 (みまん)の
子 (こ)どものみから成 (な)る世帯 (せたい)のこと。
資料 (しりょう)：国勢 (こくせい)調査 (ちょうさ)


② 児童 (じどう)扶養 (ふよう)手当 (てあて)の推移 (すいい)
児童 (じどう)扶養 (ふよう)手当 (てあて)の推移 (すいい)をみると、人員 (じんいん)、金額 (きんがく)とも減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)にありましたが、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)の金額 (きんがく)は、制度 (せいど)改正 (かいせい)の影響 (えいきょう)により、523,665千円 (せんえん)と増加 (ぞうか)しています。

児童 (じどう)扶養 (ふよう)手当 (てあて)の推移 (すいい)

	
	平成 (へいせい)24年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)25年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)26年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)27年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)

	人員 (じんいん)（人 (にん)）
	1,776
	1,764
	1,748
	1,721
	1,710

	金額 (きんがく)（千円 (せんえん)）
	534,187
	530,370
	523,315
	516,858
	523,665


※人員欄 (じんいんらん)については、延人員 (のべじんいん)÷12か月 (げつ)の数字 (すうじ)。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)、小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)




③ ひとり親 (おや)相談 (そうだん)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)のひとり親 (おや)相談 (そうだん)件数 (けんすう)は、相談 (そうだん)件 (けん)数 (すう)1,946件 (けん)、相談 (そうだん)実 (じつ)人員 (じんいん)824人 (にん)となっており、前年度 (ぜんねんど)より増加 (ぞうか)しています。
ひとり親 (おや)相談 (そうだん)件数 (けんすう)の推移 (すいい)
	
	平成 (へいせい)24年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)25年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)26年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)27年度 (ねんど)
	平成 (へいせい)28年度 (ねんど)

	相談 (そうだん)件数 (けんすう)（件 (けん)）
	1,348
	1,720
	1,914
	1,093
	1,946

	相談 (そうだん)実 (じつ)人員 (じんいん)（人 (にん)）
	718
	864
	991
	725
	824


※平成 (へいせい)26（2014）年 (ねん)10月法 (がつほう)改正 (かいせい)により、父子 (ふし)を追加 (ついか)。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)、小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)

（７）市民 (しみん)活動 (かつどう)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① ボランティア活動 (かつどう)の状況 (じょうきょう)
市内 (しない)では、福祉 (ふくし)の分野 (ぶんや)をはじめ、子 (こ)ども、防災 (ぼうさい)、国際 (こくさい)協力 (きょうりょく)の活動 (かつどう)等 (とう)、様々 (さまざま)な分野 (ぶんや)でボランティア活動 (かつどう)が展開 (てんかい)されています。
「こだいらボランティアセンター」には、小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)の事業 (じぎょう)や、ボランティアへのニーズに対 (たい)し協力 (きょうりょく)する個人 (こじん)・団体 (だんたい)が登 (とう)録 (ろく)しています。
個人 (こじん)：146人 (にん)、団体 (だんたい)：64団体 (だんたい)1,583人 (にん)（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)事業 (じぎょう)報告 (ほうこく)及 (およ)び決算書 (けっさんしょ)（社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)　小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)）

② 市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)の状況 (じょうきょう)
市内 (しない)には、様々 (さまざま)な分野 (ぶんや)で、市民 (しみん)が自主的 (じしゅてき)に営利 (えいり)を目的 (もくてき)とせず、社会 (しゃかい)のために活動 (かつどう)する民間 (みんかん)の組織 (そしき)・団体 (だんたい)である、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)が活動 (かつどう)しています。
小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターあすぴあの利用 (りよう)登録 (とうろく)団体数 (だんたいすう)は、115団体 (だんたい)です。
（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）
資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)

③ ＮＰＯ法人 (ほうじん)（特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)）の状況 (じょうきょう)
市内 (しない)に主 (しゅ)たる事務所 (じむしょ)を置 (お)く、東京都 (とうきょうと)知事 (ちじ)及 (およ)び内閣府 (ないかくふ)認証 (にんしょう)の特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)は、79団体 (だんたい)となっています。（平成 (へいせい)30（2018）年 (ねん)１月 (がつ)15日 (にち)現在 (げんざい)）
資料 (しりょう)：東京都 (とうきょうと)ＮＰＯ法人 (ほうじん)ポータルサイト
※上記 (じょうき)①～③は、それぞれ個別 (こべつ)に計上 (けいじょう)しているため、ＮＰＯ法人 (ほうじん)等 (とう)、一 (いち)団体 (だんたい)で複数 (ふくすう)に該当 (がいとう)する団体 (だんたい)があります。


（８）外国人 (がいこくじん)住民 (じゅうみん)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① 国籍 (こくせき)・地域 (ちいき)別 (べつ)外国人 (がいこくじん)住民数 (じゅうみんすう)
外国人 (がいこくじん)住民数 (じゅうみんすう)をみると、増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあり、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)で4,561人 (にん)、総人口 (そうじんこう)に占 (し)める割合 (わりあい)は2.4％となっています。また、国籍 (こくせき)・地域 (ちいき)別 (べつ)に外国人 (がいこくじん)住民数 (じゅうみんすう)をみると、中国 (ちゅうごく)が最 (もっと)も多 (おお)く1,627人 (にん)、次 (つ)いで韓国 (かんこく)・朝鮮 (ちょうせん)が1,514人 (にん)となっています。

 (
にん
)[image: ]　　外国人 (がいこくじん)住民数 (じゅうみんすう)と総人口 (そうじんこう)に占 (し)める割合 (わりあい)
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資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)（各年 (かくねん)１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）


国籍 (こくせき)・地域 (ちいき)別 (べつ)外国人 (がいこくじん)住民数 (じゅうみんすう)（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)）

	国籍 (こくせき)・地域 (ちいき)
	人数 (にんずう)
	国籍 (こくせき)・地域 (ちいき)
	人数 (にんずう)

	中国 (ちゅうごく)
	1,627
	ブラジル
	40

	韓国 (かんこく)・朝鮮 (ちょうせん)
	1,514
	英国 (えいこく)
	30

	フィリピン
	265
	オーストラリア
	28

	米国 (べいこく)
	111
	その他 (た)
	861

	タイ
	85
	合計 (ごうけい)
	4,561


資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年版 (ねんばん)小平市 (こだいらし)統計書 (とうけいしょ)（各年 (かくねん)１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）






（９）生活 (せいかつ)保護 (ほご)の状況 (じょうきょう)　●　●　●　●　●　●　●
① 被 (ひ)保護 (ほご)世帯数 (せたいすう)と被 (ひ)保護 (ほご)人員 (じんいん)の推移 (すいい)
平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)は、被 (ひ)保護 (ほご)人員 (じんいん)が１ (ひと)人 (り)減 (げん)となりましたが、被 (ひ)保護 (ほご)世帯数 (せたいすう)及 (およ)び被 (ひ)保護 (ほご)人員 (じんいん)ともに、増加 (ぞうか)傾向 (けいこう)にあります。

 (
にん
) (
せたい
)　被 (ひ)保護 (ほご)世帯数 (せたいすう)と被 (ひ)保護 (ほご)人員 (じんいん)の推移 (すいい)
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※世帯数 (せたいすう)と人員 (じんいん)は年度 (ねんど)平均 (へいきん)の数字 (すうじ)。停止者 (ていししゃ)を含 (ふく)む。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)28（2016）年度版 (ねんどばん)福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)
（10）その他 (た)　●　●　●　●　●　●　●
① 自治会数 (じちかいすう)・自治会 (じちかい)加入率 (かにゅうりつ)の推移 (すいい)
市内 (しない)には、様々 (さまざま)な規模 (きぼ)の自治会 (じちかい)があり、市内 (しない)の自治会数 (じちかいすう)は増減 (ぞうげん)がありますが、自治会 (じちかい)加入率 (かにゅうりつ)は年々 (ねんねん)減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)にあり、平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)で38.3%となっています。

 (
じちかい
)[image: ]　自治会数 (じちかいすう)・自治会 (じちかい)加入率 (かにゅうりつ)の推移 (すいい)
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資料 (しりょう)：小平市 (こだいらし)資料 (しりょう)（各年度 (かくねんど)９月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)）



② 民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)の活動 (かつどう)状況 (じょうきょう)
市内 (しない)では、112人 (にん)の民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)が活動 (かつどう)しています。（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)３月 (がつ)31日 (にち)現在 (げんざい)）相談 (そうだん)支援 (しえん)状況 (じょうきょう)は、年度 (ねんど)により増減 (ぞうげん)がありますが、高齢者 (こうれいしゃ)に関 (かん)することや子 (こ)どもに関 (かん)することが多 (おお)くなっています。

 (
にん
)民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)の相談 (そうだん)支援 (しえん)状況 (じょうきょう)
[image: ]
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資料 (しりょう)：福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)概要 (がいよう)

③ 居場所 (いばしょ)の状況 (じょうきょう)
市内 (しない)には、市民 (しみん)が中心 (ちゅうしん)となって、主体的 (しゅたいてき)に運営 (うんえい)している場 (ば)である居場所 (いばしょ)が増 (ふ)えており、対象 (たいしょう)は、一人 (ひとり)暮 (ぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)を中心 (ちゅうしん)とするもののほか、子 (こ)どものいる世帯 (せたい)を中心 (ちゅうしん)にしたもの、だれでも集 (あつ)まることができるもの等 (とう)様々 (さまざま)ですが、居場所数 (いばしょすう)は、40か所 (しょ)となっています。（平成 (へいせい)29年 (ねん)12月 (がつ)1日 (ついたち)現在 (げんざい)）

居場所 (いばしょ)の状況 (じょうきょう)

	
	居場所数 (いばしょすう)

	居場所 (いばしょ)、サロン
	25　

	ほのぼのひろば
	15　

	合計 (ごうけい)
	40　



※居場所数 (いばしょすう)は、市内 (しない)における実数 (じっすう)ではなく、小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)と関 (かか)わりがあり、
こだいら居場所 (いばしょ)ガイドブックに記載 (きさい)されている居場所 (いばしょ)の数 (かず)。
資料 (しりょう)：平成 (へいせい)29（2017）年度版 (ねんどばん)こだいら居場所 (いばしょ)ガイドブック（運営者 (うんえいしゃ)・支援者編 (しえんしゃへん)）（社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)　小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)）



２　基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)から見 (み)る現状 (げんじょう)
（１）基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の概要 (がいよう)　●　●　●　●　●　●　●
平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)11月 (がつ)24日 (にち)（木 (もく)）から12月 (がつ)15日 (にち)（木 (もく)）までの間 (あいだ)、市民 (しみん)の皆様 (みなさま)の生活 (せいかつ)状況 (じょうきょう)、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を支 (ささ)える方 (かた)・団体 (だんたい)・組織 (そしき)の活動 (かつどう)状況 (じょうきょう)、ご意見 (いけん)及 (およ)び小平市 (こだいらし)の福祉 (ふくし)課題 (かだい)、地域 (ちいき)の生活 (せいかつ)課題 (かだい)等 (とう)を把握 (はあく)し、本計画 (ほんけいかく)策定 (さくてい)の基礎 (きそ)資料 (しりょう)とするため、「小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)のための基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)」（一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)・担 (にな)い手 (て)調査 (ちょうさ)）を実施 (じっし)しました。

①　一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)

	対象者 (たいしょうしゃ)
	配付数 (はいふすう)
	有効 (ゆうこう)回収数 (かいしゅうすう)
	有効 (ゆうこう)回収率 (かいしゅうりつ)

	平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)11月 (がつ)１日 (ついたち)
現在 (げんざい)、小平市 (こだいらし)にお住 (す)まいの18歳 (さい)以上 (いじょう)の人 (ひと)
	2,000件 (けん)
	781件 (けん)
	39.1％




②　担 (にな)い手 (て)調査 (ちょうさ)

	対象者 (たいしょうしゃ)
	配付数 (はいふすう)
	有効 (ゆうこう)回収数 (かいしゅうすう)
	有効 (ゆうこう)回収率 (かいしゅうりつ)

	地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を担 (にな)っている民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)、自治会 (じちかい)、高齢 (こうれい)クラブ等 (とう)、地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)と福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)に関係 (かんけい)する市民 (しみん)・団体 (だんたい)・組織 (そしき)
	600件 (けん)
	394件 (けん)
	65.7％




　　　
 (
いっぱん
一般
とい
問
○…
いっぱん
一般
しみん
市民
ちょうさ
調査
の
せつもん
設問
ばんごう
番号
にな
担
い
て
手
とい
問
○…
にな
担
い
て
手
ちょうさ
調査
の
せつもん
設問
ばんごう
番号
)※次 (じ)ページ以降 (いこう)の（２）基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)から見 (み)る現状 (げんじょう)の中 (なか)の表記 (ひょうき)は、以下 (いか)のとおりです。
								　						






（２）基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)から見 (み)る現状 (げんじょう)　●　●　●　●　●　●　●
①　住民 (じゅうみん)同士 (どうし)のつながりの希薄化 (きはくか)　●　●　●　●　●　●　●
１世帯 (せたい)当 (あ)たりの人員 (じんいん)が減少 (げんしょう)する小世帯化 (しょうせたいか)が進 (すす)み、一人 (ひとり)暮 (ぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)が増 (ふ)え、また、自治会 (じちかい)加入率 (かにゅうりつ)が年々 (ねんねん)減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)にあります。担 (にな)い手 (て)調査 (ちょうさ)でも、ふだんの活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)を通 (つう)じて感 (かん)じている地域 (ちいき)の課題 (かだい)として、「近所 (きんじょ)同士 (どうし)のつながりが希薄 (きはく)になってきた」への回答 (かいとう)が、最 (もっと)も多 (おお)い結果 (けっか)となりました。住民 (じゅうみん)同士 (どうし)のつながりの推進 (すいしん)のため、近所 (きんじょ)づきあいをするきっかけ等 (とう)が必要 (ひつよう)です。
近所 (きんじょ)づきあいは、災害 (さいがい)時 (じ)の支 (ささ)えあいや外出先 (がいしゅつさき)での手助 (てだす)けにもつながっており、必要 (ひつよう)だと思 (おも)う住民 (じゅうみん)同士 (どうし)の助 (たす)けあい活動 (かつどう)として、「あいさつや声 (こえ)かけ」を８割 (わり)半 (なか)ばの人 (ひと)が回答 (かいとう)しています。
 (
かいとうしゃすう
)　　　[image: ]活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)を通 (つう)じて感 (かん)じている地域 (ちいき)の課題 (かだい)（担 (にな)い手 (て)問 (とい)16）
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あ
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だんさ
段差
などがあり、
がいしゅつ
外出
しにくい
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むかいとう
無回答
) (
わからない
) (
その
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他
)




　　　必要 (ひつよう)だと思 (おも)う住民 (じゅうみん)同士 (どうし)の助 (たす)けあい活動 (かつどう)（一般 (いっぱん)問 (とい)37）
 (
かいとうしゃすう
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回
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い
)
 (
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活動
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他
)
 (
わからない
)

 (
むかいとう
無回答
)










②　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の担 (にな)い手 (て)の高齢化 (こうれいか)・不足 (ふそく)　●　●　●　●　●　●　●
平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)の高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)は43,215人 (にん)で、高齢化率 (こうれいかりつ)は22.8％ですが、平成 (へいせい)47（2035）年 (ねん)には51,445人 (にん)、28.3％まで増加 (ぞうか)するものと見込 (みこ)まれる中 (なか)、各団体 (かくだんたい)・組織 (そしき)はメンバー・職員 (しょくいん)の高齢化 (こうれいか)や担 (にな)い手 (て)の不足 (ふそく)を課題 (かだい)に掲 (かか)げており、活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)の担 (にな)い手 (て)となる人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)や、市民 (しみん)への地域 (ちいき)や地域 (ちいき)活動 (かつどう)に関 (かん)する意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)等 (とう)が求 (もと)められています。
なお、地域 (ちいき)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)に参加 (さんか)するにあたり、きっかけ・情報 (じょうほう)があれば参加 (さんか)すると考 (かんが)える人 (ひと)は約 (やく)５割 (わり)となっており、多様 (たよう)な活動 (かつどう)の場 (ば)の提供 (ていきょう)等 (とう)への支援 (しえん)が求 (もと)められていることがわかります。
　　　活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)を行 (おこな)う上 (うえ)で困 (こま)っていること（担 (にな)い手 (て)問 (とい)９）
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の
じょうほう
情報
が
え
得
にくい
)
 (
せんもん
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)
 (
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情報
はっしん
発信
が
じゅうぶん
充分
できていない
)


 (
その
た
他
)

 (
とく
特
にない
)
 (
むかいとう
無回答
)




　　　　地域 (ちいき)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)に参加 (さんか)するために必要 (ひつよう)な条件 (じょうけん)（一般 (いっぱん)問 (とい)20-3）
 (
かいとうしゃ
すう
)
[image: ]
 (
きっかけ・
じょうほう
情報
があれば
)
 (
じたく
自宅
の
ちか
近
くなど、
さんか
参加
しやすい
ところであれば
)

 (
さんか
参加
しやすい
じかんたい
時間帯
であれば
)
 (
けんしゅう
研修
を
う
受
けられたら
)
 (
きんじょ
近所
の
ひと
人
など
、
かお
顔
み
見
し
知
りの
ひと
人
の
て
手
つだ
伝
いであれば
)

 (
きんじょ
近所
でない
、
し
知
らない
ひと
人
の
て
手
つだ
伝
いであれば
)

 (
きょうみ
興味
のある
かつどう
活動
ないよう
内容
であれば
)
 (
こ
子
どもを
あず
預
けたり、
かいご
介護
を
か
代
わって
もらえれば
)

 (
かぞく
家族
などの
りかい
理解
・
きょうりょく
協力
が
え
得
られれば
)
 (
お
かね
金
の
ふたん
負担
がな
ければ
)
 (
すこ
少
しでも
ほうしゅう
報酬
がもらえるのであれば
)

 (
その
た
他
)
 (
むかいとう
無回答
)









③　情報 (じょうほう)と相談 (そうだん)に関 (かか)わる現状 (げんじょう)　●　●　●　●　●　●　●
市民 (しみん)・担 (にな)い手 (て)ともに、市 (し)の福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)や、活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)に必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)の入手先 (にゅうしゅさき)として、「市報 (しほう)こだいらや市 (し)のパンフレット」が、約 (やく)７割 (わり)と最 (もっと)も多 (おお)い結果 (けっか)となりました。
市 (し)の福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)の必要性 (ひつようせい)は年代 (ねんだい)によって異 (こと)なり、また情報 (じょうほう)を必要 (ひつよう)としているにも関 (かか)わらず、ほとんど入手 (にゅうしゅ)できていないと感 (かん)じている人 (ひと)が約 (やく)５割 (わり)となっており、情報 (じょうほう)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)に対 (たい)するさらなる情報 (じょうほう)の周知 (しゅうち)と、だれもがわかりやすい表現 (ひょうげん)等 (とう)が必要 (ひつよう)です。
また、ふだんの生活 (せいかつ)の中 (なか)での相談 (そうだん)する人 (ひと)の有無 (うむ)では、相談 (そうだん)する人 (ひと)がいない人 (ひと)が約 (やく)１割 (わり)となっており、特 (とく)に男性 (だんせい)においてその傾向 (けいこう)が強 (つよ)く、必要 (ひつよう)なときに、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)や市 (し)などに相談 (そうだん)できるよう、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と相談 (そうだん)のしやすい体制 (たいせい)が求 (もと)められています。

　　　福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)を必要 (ひつよう)としている人 (ひと)の、情報 (じょうほう)の入手 (にゅうしゅ)の可否 (かひ)（一般 (いっぱん)問 (とい)14-1）
 (
かいとうしゃ
すう
)[image: ]


 (
にゅうしゅ
) (
にゅうしゅ
)[image: ]
 (
むかいとう
) (
にゅうしゅ
)


　　　　相談 (そうだん)する人 (ひと)の有無 (うむ)（一般 (いっぱん)問 (とい)12）
 (
かいとうしゃ
すう
)[image: ]


 (
そうだん
)[image: ]
 (
むかいとう
) (
ひと
) (
ひと
) (
そうだん
)










④　配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)への支援 (しえん)　●　●　●　●　●　●　●
高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、外国人 (がいこくじん)等 (とう)、災害 (さいがい)時 (じ)に避難 (ひなん)等 (とう)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)に対 (たい)して、より実践的 (じっせんてき)な訓練 (くんれん)や対象者 (たいしょうしゃ)の把握 (はあく)、安否 (あんぴ)確認 (かくにん)・支援 (しえん)の仕組 (しく)みづくり等 (とう)が求 (もと)められています。
また、子 (こ)どもや高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)の見守 (みまも)り・手助 (てだす)けや、ひきこもり等 (とう)、福祉 (ふくし)サービスに結 (むす)び付 (つ)いていない人 (ひと)への支援 (しえん)が課題 (かだい)になっています。

　　地域 (ちいき)の防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)ですべき内容 (ないよう)（一般 (いっぱん)問 (とい)24）
 (
かいとうしゃ
すう
)[image: ]
 (
くるまいす
車椅子
の
かた
方
などの
ひなんじょ
避難所
への
いどう
移動
を
しえん
支援
する
くんれん
訓練
)

 (
ひなん
避難
こうどう
行動
ようしえんしゃ
要支援者
の
じたく
自宅
を
ほうもん
訪問
し、
あんぴ
安否
かくにん
確認
をする
くんれん
訓練
)

 (
しょうか
消火
くんれん
訓練
)
 (
おうきゅう
応急
ちりょう
治療
や
たんか
担架
はんそう
搬送
くんれん
訓練
)

 (
たき
炊
だ
出
し
くん
訓
れん
練
)
 (
ひなんじょ
避難所
の
うんえい
運営
くんれん
訓練
)

 (
その
た
他
)
 (
むかいとう
無回答
)



















　　　活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)を通 (つう)じて感 (かん)じている地域 (ちいき)の課題 (かだい)（担 (にな)い手 (て)問 (とい)16）
 (
かいとうしゃ
すう
)
[image: ]
 (
こ
子
ども
や
こうれいしゃ
高齢者
、
しょう
障
がいのある
かた
方
など
しえん
支援
が
ひつよう
必要
な
ひと
人
への
み
見
まも
守
り
・
て
手
だす
助
け
)

 (
ひなん
避難
こうどう
行動
ようしえんしゃ
要支援者
の
きゅうじょ
救助
・
しえん
支援
)
 (
ふくし
福祉
サービス
に
むす
結
びついていない
ひと
人
への
しえん
支援
)

 (
ちいき
地域
かつどう
活動
への
わか
若
い
ひと
人
の
さんか
参加
が
すく
少
ない
)

 (
ちいき
地域
かつどう
活動
の
にな
担
い
て
手
が
すく
少
ない
)
 (
きんじょ
近所
どうしの
つながりが
きはく
希薄
になってきた
)

 (
ちいき
地域
の
こうりゅう
交流
の
ば
場
が
すく
少
ない
)
 (
ごみ
す
捨
てなどの
こうきょう
公共
のマナーが
まも
守
られていない
)

 (
あ
空
き
や
家
が
ふ
増
えてきた
)
 (
どうろ
道路
の
だんさ
段差
などがあり、
がいしゅつ
外出
しにくい
)



 (
わからない
)

 (
むかいとう
無回答
)
 (
その
た
他
)














⑤　福祉 (ふくし)のまちづくりの推進 (すいしん)　●　●　●　●　●　●　●
だれもが住 (す)みよいまち“こだいら”の実現 (じつげん)に向 (む)けて、小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)や小平市 (こだいらし)第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)のもと、建築物 (けんちくぶつ)、道路 (どうろ)・交通 (こうつう)機関 (きかん)等 (とう)のバリアフリー化 (か)を、引 (ひ)き続 (つづ)き進 (すす)めるとともに、だれもがわかりやすい案内 (あんない)標示 (ひょうじ)や、手話 (しゅわ)等 (とう)の障 (しょう)がい特性 (とくせい)に応 (おう)じたイベント・会議 (かいぎ)における情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)等 (とう)の情報 (じょうほう)のバリアフリーが求 (もと)められています。また、小 (しょう)・中学生 (ちゅうがくせい)が福祉 (ふくし)のまちづくりを学 (まな)び、福祉 (ふくし)体験 (たいけん)等 (とう)をする福祉 (ふくし)教育 (きょういく)や、地域 (ちいき)における市民 (しみん)の福祉 (ふくし)体験 (たいけん)、行事 (ぎょうじ)における交流 (こうりゅう)等 (とう)による、心 (こころ)のバリアフリーについても、より一層 (いっそう)の推進 (すいしん)が必要 (ひつよう)です。

　　建築物 (けんちくぶつ)、道路 (どうろ)・交通 (こうつう)機関 (きかん)等 (とう)及 (およ)び情報 (じょうほう)案内 (あんない)等 (とう)のバリアフリー化 (か)の状況 (じょうきょう)（一般 (いっぱん)問 (とい)31）
 (
かいとうしゃ
すう
)[image: ]
 (
（
１）
くるまいす
車椅子
の
かた
方
や
だれ
誰
もが
あんぜん
安全
に
とお
通
れる
たてもの
建物
の
でいりぐち
出入口
や
つうろ
通路
（
だんさ
段差
をなくす、
はば
幅
を
ひろ
広
げるなど）
)

 (
（
２）
こうきょう
公共
しせつ
施設
などのスロープや
エレベーター、エスカレーター
) (
けんちくぶつ
)

 (
（
３）
くるまいす
車椅子
の
かた
方
や
にゅうようじ
乳幼児
を
つ
連
れた
かた
方
など、
だれ
誰
もが
つか
使
いやすいトイレ
)

 (
（
４）
ある
歩
きやすいように、
しょうがいぶつ
障害物
（
かんばん
看板
や
ほうち
放置
じてんしゃ
自転車
、
でんちゅう
電柱
など）
が
と
取
り
のぞ
除
かれた
ほどう
歩道
や
どうろ
道路
)
 (
どうろ
)
 (
（
５）
てんじ
点字
ブロックや
しかく
視覚
しょう
障
がい
しゃ
者
よう
用
の
しんごうき
信号機
)
 (
こうつう
)
 (
（６）
くるま
車
いすやベビーカーなどで
じょうこう
乗降
しやすいノンステップバスや
リフト
つき
付
バス
) (
きかん
)
 (
とう
)
 (
（
７）
しょう
障
がい
しゃ
者
とう
等
よう
用
の
ちゅう
駐
しゃじょう
車場
)
 (
（
８）
おお
大
きな
もじ
文字
、
え
絵
、
ふくすう
複数
の
げんご
言語
を
もち
用
いた
だれ
誰
もがわかりやすい
あんない
案内
ひょうじ
標示
)
 (
じょうほう
)

 (
（９）
しゅわ
手話
つう
通
やくしゃ
訳者
が
はいち
配置
されていたり、
おんせい
音声
あんない
案内
がある
しせつ
施設
) (
あんない
)
 (
（10）
ほじょ
補助
けん
犬
と
どうはん
同伴
での
にゅうしつ
入室
が
はいりょ
配慮
された
みせ
店
・レストランなど
) (
とう
)

 (
せいび
) (
せいび
)[image: ]
 (
せいび
) (
せいび
)
 (
むかいとう
)







　　心 (こころ)のバリアフリーを進 (すす)めるために必要 (ひつよう)な取組 (とりくみ)（一般 (いっぱん)問 (とい)34）
[image: ]
 (
しょう
小
・
ちゅうがくせい
中学生
が「
ふくし
福祉
のまちづくり」を
まな
学
び、
ふくし
福祉
たいけん
体験
などをする
きかい
機会
の
じゅうじつ
充実
)

 (
しみん
市民
を
たいしょう
対象
とした「
ふくし
福祉
のまちづくり」を
まな
学
び、
ふくし
福祉
たいけん
体験
などをする
きかい
機会
の
じゅうじつ
充実
)

 (
ぎょうじ
行事
などによる、
こうれいしゃ
高齢者
や
しょう
障
がいのある
かた
方
などとの
こうりゅう
交流
の
きかい
機会
の
じゅうじつ
充実
)
 (
こうほう
広報
・パンフレットやイベントの
かいさい
開催
などにより、「
ふくし
福祉
のまちづくり」を
ひろ
広
く
ふきゅう
普及
・
けいはつ
啓発
すること
)


 (
その
た
他
) (
わからない
)


 (
むかいとう
無回答
)[image: ]
 (
すう
) (
かいとうしゃ
) (
ちょうさ
) (
しみん
) (
いっぱん
)
 (
て
) (
にな
) (
すう
) (
かいとうしゃ
) (
ちょうさ
)




















３　第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及 (およ)び第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)における主 (おも)な取組 (とりくみ)内容 (ないよう)	
第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及 (およ)び第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)の見直 (みなお)しに当 (あ)たって、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)・福祉 (ふくし)のまちづくりに関 (かん)する視点 (してん)で、これまでの取組 (とりくみ)内容 (ないよう)を、以下 (いか)のとおり施策 (しさく)の柱 (はしら)・施策 (しさく)ごとにまとめました。平成 (へいせい)19（2007）年度 (ねんど)から平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)までの間 (あいだ)に開始 (かいし)された、主 (おも)な取組 (とりくみ)内容 (ないよう)となっています。なお、それぞれの事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)は現在 (げんざい)も継続 (けいぞく)しており、開始 (かいし)された年度 (ねんど)を記入 (きにゅう)しています。
これまで、第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)及 (およ)び第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)に基 (もと)づき、「だれもが共 (とも)に支 (ささ)えあい、健 (すこ)やかに、安心 (あんしん)して暮 (く)らせる、心 (こころ)豊 (ゆた)かな地域 (ちいき)社会 (しゃかい)」と「だれもが住 (す)みよいまち“こだいら”」の実現 (じつげん)に向 (む)け、手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)の配置 (はいち)等 (とう)の情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)や、自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)の相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)等 (とう)の福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の育成 (いくせい)を始 (はじ)めとした各種 (かくしゅ)事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)を実施 (じっし)してきました。
高齢化 (こうれいか)による地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の担 (にな)い手 (て)の不足 (ふそく)や、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の複雑化 (ふくざつか)・多様化 (たようか)により、分野 (ぶんや)を横断 (おうだん)した対応 (たいおう)が必要 (ひつよう)なことなどから、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の推進 (すいしん)がより重要 (じゅうよう)になっています。
また、すべての人 (ひと)が分 (わ)け隔 (へだ)てられることなく、お互 (たが)いの人格 (じんかく)と個性 (こせい)を尊重 (そんちょう)しあいながら共生 (きょうせい)する社会 (しゃかい)をめざし、お互 (たが)いを思 (おも)いやる心 (こころ)（意識 (いしき)）のバリアフリーや、公共 (こうきょう)施設 (しせつ)の老朽化 (ろうきゅうか)に伴 (ともな)い更新 (こうしん)時期 (じき)を迎 (むか)えることによる施設 (しせつ)のバリアフリー等 (とう)の、福祉 (ふくし)のまちづくりのより一層 (いっそう)の推進 (すいしん)が求 (もと)められています。
これまでの成果 (せいか)を踏 (ふ)まえつつ、新 (あら)たな計画 (けいかく)のもと、さらなる展開 (てんかい)を図 (はか)る必要 (ひつよう)があります。
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 (
じりつ
自立
そうだん
相談
しえん
支援
じぎょう
事業
（
こだいら
せいかつ
生活
そうだん
相談
しえん
支援
センター
）
) (
かいご
介護
よぼう
予防
みまも
見守
りボランティア
じぎょう
事業
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　






（１）情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)及 (およ)び相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)　●　●　●　●　●　●　●
① 利用者 (りようしゃ)への情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)の配置 (はいち)
	月 (つき)２回市 (かいし)役所 (やくしょ)１階 (かい)（平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)から、健康 (けんこう)福祉 (ふくし)事務 (じむ)センター１階 (かい)に変更 (へんこう)）に手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)を配置 (はいち)しました。【障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)22（2010）年度 (ねんど)

	２
	ホームページの外国語 (がいこくご)翻訳 (ほんやく)
	市 (し)ホームページの外国語 (がいこくご)翻訳 (ほんやく)（英 (えい)・中 (ちゅう)・韓 (かん)）が可能 (かのう)になりました。【秘書 (ひしょ)広報課 (こうほうか)】
	平成 (へいせい)23（2011）年度 (ねんど)

	３
	音声 (おんせい)市 (し)議会 (ぎかい)だよりの送付 (そうふ)
	市 (し)議会 (ぎかい)だよりの内容 (ないよう)を編集 (へんしゅう)、録音 (ろくおん)したデイジー版 (ばん)による音声 (おんせい)市 (し)議会 (ぎかい)だよりを、視覚 (しかく)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)へ年 (ねん)４回 (かい)送付 (そうふ)しました。【議会 (ぎかい)事務局 (じむきょく)】
	平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)

	４
	音声 (おんせい)広報 (こうほう)（声 (こえ)のたより）の送付 (そうふ)
	市報 (しほう)の内容 (ないよう)を編集 (へんしゅう)、録音 (ろくおん)したＣＤ－Ｒによる音声 (おんせい)広報 (こうほう)（声 (こえ)のたより）を、視覚 (しかく)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)へ月 (つき)２回 (かい)送付 (そうふ)しました。【秘書 (ひしょ)広報課 (こうほうか)】
	

	５
	ホームページの音声 (おんせい)読 (よ)み上 (あ)げ
	市 (し)ホームページの音声 (おんせい)読 (よ)み上 (あ)げが可能 (かのう)になりました。【秘書 (ひしょ)広報課 (こうほうか)】
	

	６
	議会 (ぎかい)報告会 (ほうこくかい)への手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)及 (およ)び磁気 (じき)ループの配置 (はいち)
	議会 (ぎかい)報告会 (ほうこくかい)に手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)及 (およ)び磁気 (じき)ループを配置 (はいち)しました。【議会 (ぎかい)事務局 (じむきょく)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)

	７
	市 (し)議会 (ぎかい)本 (ほん)会議 (かいぎ)への手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)及 (およ)び磁気 (じき)ループの配置 (はいち)
	市 (し)議会 (ぎかい)本 (ほん)会議 (かいぎ)への手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)及 (およ)び磁気 (じき)ループの配置 (はいち)が可能 (かのう)になりました。【議会 (ぎかい)事務局 (じむきょく)】
	平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)

	８
	市内 (しない)公共 (こうきょう)施設 (しせつ)の窓口 (まどぐち)への耳 (みみ)マークの設置 (せっち)等 (とう)
	市内 (しない)公共 (こうきょう)施設 (しせつ)の窓口 (まどぐち)に、職員 (しょくいん)が筆談 (ひつだん)できることを示 (しめ)す耳 (みみ)マークを設置 (せっち)するとともに、聴覚障 (ちょうかくしょう)がいのある人 (ひと)への合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)として、障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)に簡易 (かんい)筆談器 (ひつだんき)を設置 (せっち)しました。【障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)】
	


[image: C:\Users\Akimune\Desktop\仕事写真\300203耳マーク・包括・信号機・水飲み場\耳マーク２加工後.jpg][image: C:\Users\Akimune\Desktop\仕事写真\300206手話通訳者\P1080187加工後.jpg]
　
　 



 (
しゅわつう
手話通
やくしゃ
訳者
の
はいち
配置
) (
みみ
耳
マークの
せっち
設置
)


② 相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターの開設 (かいせつ)
	基幹型 (きかんがた)の地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターを開設 (かいせつ)し、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターの機能 (きのう)強化 (きょうか)を図 (はか)りました。
【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)

	２
	自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)に基 (もと)づき、生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)の促進 (そくしん)を支援 (しえん)するため、福祉 (ふくし)会館 (かいかん)にこだいら生活 (せいかつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターを開設 (かいせつ)し、自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を開始 (かいし)しました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)
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（２）保健 (ほけん)福祉 (ふくし)サービスの充実 (じゅうじつ)　●　●　●　●　●　●　●
① サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)と権利 (けんり)擁護 (ようご)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)　 
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)する苦情 (くじょう)の解決 (かいけつ)に関 (かん)する要綱 (ようこう)の施行 (しこう)
	市 (し)立 (りつ)保育 (ほいく)園 (えん)、学童 (がくどう)クラブ、児童館 (じどうかん)を対象 (たいしょう)とする「小平市 (こだいらし)児童 (じどう)福祉 (ふくし)施設 (しせつ)における福祉 (ふくし)サービスに対 (たい)する苦情 (くじょう)の解決 (かいけつ)に関 (かん)する要綱 (ようこう)」が施行 (しこう)されました。【子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)】【保育課 (ほいくか)】
	平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)

	２
	市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)養成 (ようせい)のための講習 (こうしゅう)
	近隣 (きんりん)６市 (し)（小金井市 (こがねいし)、西 (にし)東京市 (とうきょうし)、東久留米市 (ひがしくるめし)、東村山市 (ひがしむらやまし)、三鷹市 (みたかし)、武蔵野市 (むさしのし)）と合同 (ごうどう)で、市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)養成 (ようせい)のための講習 (こうしゅう)を開始 (かいし)しました。
【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】【社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)






② 福祉 (ふくし)施策 (しさく)の充実 (じゅうじつ)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)
の自立 (じりつ)の促進 (そくしん)の支援 (しえん)
	生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)制度 (せいど)に沿 (そ)って、様々 (さまざま)な課題 (かだい)を抱 (かか)える生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)の促進 (そくしん)を支援 (しえん)するため、自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、住居 (じゅうきょ)確保 (かくほ)給付 (きゅうふ)金 (きん)の支給 (しきゅう)を開始 (かいし)しました。また、生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)世帯 (せたい)の中学生 (ちゅうがくせい)を対象 (たいしょう)に、毎週 (まいしゅう)土曜日 (どようび)の午後 (ごご)に、学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を開始 (かいし)しました。平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)からは、家計 (かけい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を開始 (かいし)し、また平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)は、学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の対象 (たいしょう)を、新 (あら)たに小学 (しょうがく)６年生 (ねんせい)まで拡大 (かくだい)しました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)

	２
	介護 (かいご)予防 (よぼう)・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)総合 (そうごう)事業 (じぎょう)
	平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)３月 (がつ)から、介護 (かいご)予防 (よぼう)・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)総合 (そうごう)事業 (じぎょう)における介護 (かいご)予防 (よぼう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)サービス事業 (じぎょう)において、従来 (じゅうらい)の予防 (よぼう)給付 (きゅうふ)に相当 (そうとう)する事業所 (じぎょうしょ)主体 (しゅたい)の訪問型 (ほうもんがた)サービス・通所型 (つうしょがた)サービス及 (およ)び、市 (し)独自 (どくじ)基準型 (きじゅんがた)（サービスＡ）の事業者 (じぎょうしゃ)主体 (しゅたい)の訪問型 (ほうもんがた)サービス・通所型 (つうしょがた)サービスの事業 (じぎょう)を開始 (かいし)しました。
その後 (ご)、平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)４月 (がつ)から市 (し)が行 (おこな)う短期集 (たんきしゅう)中型 (ちゅうがた)（サービスＣ）の訪問型 (ほうもんがた)サービス・通所型 (つうしょがた)サービスの事業 (じぎょう)、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)４月 (がつ)から住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)のサービス（サービスＢ）の訪問型 (ほうもんがた)サービス・通所型 (つうしょがた)サービスへの運営費 (うんえいひ)補助 (ほじょ)を開始 (かいし)し、サービス提供 (ていきょう)体制 (たいせい)の整備 (せいび)を進 (すす)めました。
また、一般 (いっぱん)介護 (かいご)予防 (よぼう)事業 (じぎょう)については、住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の通 (かよ)いの場 (ば)（サロン等 (とう)）への支援 (しえん)や、住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)のサービスの担 (にな)い手 (て)の養成 (ようせい)、介護 (かいご)予防 (よぼう)講座 (こうざ)の充実 (じゅうじつ)等 (とう)、地域 (ちいき)での介護 (かいご)予防 (よぼう)活動 (かつどう)の推進 (すいしん)に取 (と)り組 (く)みました。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	

	３
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターの配置 (はいち)等 (とう)
	市 (し)全域 (ぜんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)するとともに、生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)整備 (せいび)事業協 (じぎょうきょう)議会 (ぎかい)を設置 (せっち)しました。また、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)から、おおよそ日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを各地域 (かくちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)し、地域 (ちいき)における様々 (さまざま)な社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)や連携 (れんけい)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を開始 (かいし)しています。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)





（３）福祉 (ふくし)のまちづくりと社会 (しゃかい)参加 (さんか)の促進 (そくしん)　●　●　●　●　●　●　●
① 福祉 (ふくし)のまちづくり
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	駅 (えき)へのエレベーターの設置 (せっち)
	新小平駅 (しんこだいらえき)にエレベーターを設置 (せっち)しました。
【都市 (とし)計画課 (けいかくか)】
	平成 (へいせい)21（2009）年度 (ねんど)

	２
	駅 (えき)へのエレベーターの設置 (せっち)
	鷹 (たか)の台駅 (だいえき)にエレベーターを設置 (せっち)しました。
【都市 (とし)計画課 (けいかくか)】
	平成 (へいせい)22（2010）年度 (ねんど)

	３
	高齢者 (こうれいしゃ)・車椅子 (くるまいす)の疑 (ぎ)似 (じ)体験 (たいけん)等 (とう)の職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)
	窓口 (まどぐち)業務 (ぎょうむ)に活 (い)かすため、入庁 (にゅうちょう)２～４年目 (ねんめ)程度 (ていど)の職員 (しょくいん)を対象 (たいしょう)に、高齢者 (こうれいしゃ)・車椅子 (くるまいす)の疑似 (ぎじ)体験 (たいけん)や当事者 (とうじしゃ)の講話 (こうわ)を聴 (き)く等 (とう)の職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)を開始 (かいし)しました。
【職員課 (しょくいんか)】
	

	４
	音声 (おんせい)誘導 (ゆうどう)装置 (そうち)等 (とう)の整備 (せいび)
	新設 (しんせつ)された小川町 (おがわまち)一丁目 (いっちょうめ)地域 (ちいき)センターに、だれでもトイレやベビーチェア、多目的 (たもくてき)シート、オストメイト用 (よう)設備 (せつび)、音声 (おんせい)誘導 (ゆうどう)装置 (そうち)等 (とう)を整備 (せいび)しました。【市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)】
	平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)

	５
	音声 (おんせい)誘導 (ゆうどう)装置 (そうち)の整備 (せいび)・移動型 (いどうがた)磁気 (じき)ループの設置 (せっち)
	新設 (しんせつ)されたなかまちテラスに、音声 (おんせい)誘導 (ゆうどう)装置 (そうち)を整備 (せいび)するとともに、移動型 (いどうがた)磁気 (じき)ループを設置 (せっち)しました。【公民館 (こうみんかん)】【図書館 (としょかん)】
	平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)

	６
	市内 (しない)公共 (こうきょう)施設 (しせつ)へのほじょ犬 (けん)マークの掲示 (けいじ)
	市内 (しない)公共 (こうきょう)施設 (しせつ)に、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)補助 (ほじょ)犬 (けん)の同伴 (どうはん)についての周知 (しゅうち)啓発 (けいはつ)のため、ほじょ犬 (けん)マークを掲示 (けいじ)しました。【障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)28
（2016）年度 (ねんど)
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② 高齢者 (こうれいしゃ)・障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)と交流 (こうりゅう)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)
	平成 (へいせい)23（2011）年 (ねん)９月 (がつ)から、西圏域 (にしけんいき)（地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターけやきの郷 (さと)）をモデル地区 (ちく)として、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)を開始 (かいし)し、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア登録 (とうろく)講座 (こうざ)等 (とう)を行 (おこな)いました。平成 (へいせい)25（2013）年度 (ねんど)からは、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)の実施圏域 (じっしけんいき)を、市内 (しない)全圏域 (ぜんけんいき)に拡 (かく)大 (だい)して実施 (じっし)するとともに、基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに市 (し)全域 (ぜんいき)を統括 (とうかつ)するコーディネーターを配置 (はいち)しました。また、平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)からは、基幹型 (きかんがた)以外 (いがい)の４地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに各地域 (かくちいき)を担当 (たんとう)するコーディネーターを配置 (はいち)しました。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)23（2011）年度 (ねんど)

	２
	総合 (そうごう)評価 (ひょうか)方式 (ほうしき)の評価 (ひょうか)項目 (こうもく)
	一般 (いっぱん)競争 (きょうそう)入札 (にゅうさつ)において、総合 (そうごう)評価 (ひょうか)方式 (ほうしき)が採用 (さいよう)され、その評価 (ひょうか)項目 (こうもく)において、重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)を雇用 (こよう)した場合 (ばあい)を加点 (かてん)の対象 (たいしょう)としました。【契約 (けいやく)検査課 (けんさか)】
	

	３
	障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの物品 (ぶっぴん)・役務 (えきむ)の調達 (ちょうたつ)方針 (ほうしん)の推進 (すいしん)等 (とう)
	平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)から、「小平市 (こだいらし)障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの物品 (ぶっぴん)・役務 (やくむ)の調達 (ちょうたつ)方針 (ほうしん)」を定 (さだ)め、市 (し)の障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの物品 (ぶっぴん)、役務 (やくむ)の調達 (ちょうたつ)の促進 (そくしん)を図 (はか)りました。平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)から、一般 (いっぱん)競争 (きょうそう)入札 (にゅうさつ)の総合 (そうごう)評価 (ひょうか)方式 (ほうしき)の評価 (ひょうか)項目 (こうもく)において、障 (しょう)がい者 (しゃ)就労 (しゅうろう)施設 (しせつ)等 (とう)からの調達 (ちょうたつ)の実績 (じっせき)があった場合 (ばあい)を加点 (かてん)の対象 (たいしょう)としました。
【契約 (けいやく)検査課 (けんさか)】【障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)

	４
	高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)（こだまちサロン）支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)を開始 (かいし)し、高齢者 (こうれいしゃ)の交流 (こうりゅう)の場 (ば)を設 (もう)ける活動 (かつどう)等 (とう)に対 (たい)しての運営費 (うんえいひ)の補助 (ほじょ)等 (とう)を行 (おこな)いました。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)

	５
	就労 (しゅうろう)支援 (しえん)コーディネーターの増員 (ぞういん)
	障害者 (しょうがいしゃ)就労 (しゅうろう)・生活 (せいかつ)支援 (しえん)センターほっとに就労 (しゅうろう)支援 (しえん)コーディネーターを１人 (り)増員 (ぞういん)し、機能 (きのう)の強化 (きょうか)を図 (はか)りました。【障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)】
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（４）福祉 (ふくし)学習 (がくしゅう)と福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の育成 (いくせい)　●　●　●　●　●　●　●
① 福祉 (ふくし)学習 (がくしゅう)の推進 (すいしん)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	福祉 (ふくし)のまちづくりパンフレットの作成 (さくせい)
	福祉 (ふくし)のまちづくりパンフレットを作成 (さくせい)し、市 (し)ホームページ上 (じょう)での掲載 (けいさい)や、なるほど出前 (でまえ)講座 (こうざ)「デリバリーこだいら」での配付 (はいふ)等 (とう)により、市民 (しみん)への啓発 (けいはつ)に努 (つと)めました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)



② ボランティア活動 (かつどう)の促進 (そくしん)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターの開設 (かいせつ)
	市民 (しみん)の自主的 (じしゅてき)な社会 (しゃかい)貢献 (こうけん)活動 (かつどう)・市民 (しみん)活動 (かつどう)を支援 (しえん)するための拠点 (きょてん)施設 (しせつ)として、小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターが開設 (かいせつ)され、市内 (しない)の市民 (しみん)活動 (かつどう)の中間 (ちゅうかん)支援 (しえん)組織 (そしき)の充実 (じゅうじつ)が図 (はか)られました。
【市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)】
	平成 (へいせい)22（2010）年度 (ねんど)



③福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の育成 (いくせい)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	福祉 (ふくし)人材 (じんざい)養成 (ようせい)講座 (こうざ)
	地域 (ちいき)で活動 (かつどう)する団体 (だんたい)等 (とう)に向 (む)けた福祉 (ふくし)人材 (じんざい)養成 (ようせい)講座 (こうざ)を開始 (かいし)しました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)22（2010）年度 (ねんど)

	２
	介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)
（50ページ再掲 (さいけい)）
	平成 (へいせい)23（2011）年 (ねん)９月 (がつ)から、西圏域 (にしけんいき)（地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターけやきの郷 (さと)）をモデル地区 (ちく)として、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)を開始 (かいし)し、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア登録 (とうろく)講座 (こうざ)等 (とう)を行 (おこな)いました。平成 (へいせい)25（2013）年度 (ねんど)からは、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティア事業 (じぎょう)の実施圏域 (じっしけんいき)を、市内 (しない)全圏域 (ぜんけんいき)に拡 (かく)大 (だい)して実施 (じっし)するとともに、基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに市 (し)全域 (ぜんいき)を統括 (とうかつ)するコーディネーターを配置 (はいち)しました。また、平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)からは、基幹型 (きかんがた)以外 (いがい)の４地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに各地域 (かくちいき)を担当 (たんとう)するコーディネーターを配置 (はいち)しました。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)23
（2011）年度 (ねんど)
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	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	３
	地域 (ちいき)づくり・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)に資 (し)する人材 (じんざい)育成 (いくせい)の取組 (とりくみ)
	介護 (かいご)予防 (よぼう)・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)総合 (そうごう)事業 (じぎょう)の生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)サービスの担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)する生活 (せいかつ)サポーター養成 (ようせい)講座 (こうざ)、市 (し)が実施 (じっし)する介護 (かいご)予防 (よぼう)講座 (こうざ)の運営 (うんえい)への協力 (きょうりょく)や、介護 (かいご)予防 (よぼう)に関 (かん)する集 (あつ)まりを独自 (どくじ)に実施 (じっし)する担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)する介護 (かいご)予防 (よぼう)リーダー養成 (ようせい)講座 (こうざ)、認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)やその家族 (かぞく)への適切 (てきせつ)なサポートや、認知症 (にんちしょう)カフェ等 (とう)でのボランティアを行 (おこな)う担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)する認知症 (にんちしょう)支援 (しえん)リーダー養成 (ようせい)講座 (こうざ)を開始 (かいし)しました。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)28
（2016）年度 (ねんど)



（５）地域 (ちいき)による福祉 (ふくし)活動 (かつどう)の促進 (そくしん)　●　●　●　●　●　●　●
①　地域 (ちいき)による福祉 (ふくし)活動 (かつどう)の促進 (そくしん)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	ほのぼのひろばの増設 (ぞうせつ)
	地域 (ちいき)センター等 (とう)を拠点 (きょてん)に一人 (ひとり)暮 (ぐ)らしや閉 (と)じこもりがちな高齢者 (こうれいしゃ)を対象 (たいしょう)とした、ほのぼのひろば（平成 (へいせい)９（1997）年度 (ねんど)～）がさらに１か所 (しょ)開設 (かいせつ)され、現在 (げんざい)では市内 (しない)15か所 (しょ)でボランティアや民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)を中心 (ちゅうしん)とした趣味 (しゅみ)・創作 (そうさく)活動 (かつどう)やレクリエーション活動 (かつどう)等 (とう)が展開 (てんかい)されています。
【社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)】
	平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)

	２
	地域 (ちいき)連携 (れんけい)のための会議 (かいぎ)等 (とう)
	自治会 (じちかい)、商店会 (しょうてんかい)、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)、青少年 (せいしょうねん)対策 (たいさく)地区 (ちく)委員会 (いいんかい)、ＰＴＡ (ぴーてぃーえー)、高齢 (こうれい)クラブ等 (とう)の地域 (ちいき)活動 (かつどう)を行 (おこな)っている団体 (だんたい)や、学校 (がっこう)、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センター、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)した学園西町 (がくえんにしまち)地区 (ちく)地域 (ちいき)連絡会 (れんらくかい)を開 (かい)催 (さい)し、また、小平市 (こだいらし)の西側 (にしがわ)地区 (ちく)では、地域 (ちいき)で活動 (かつどう)している人 (ひと)や白 (しら)梅 (うめ)学園 (がくえん)大学 (だいがく)と連携 (れんけい)し、地域 (ちいき)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)に取 (と)り組 (く)んでいます。【市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)】
	平成 (へいせい)24（2012）年度 (ねんど)
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	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	３
	子育 (こそだ)てふれあい広場 (ひろば)の増設 (ぞうせつ)
	子育 (こそだ)て相談 (そうだん)や、地域 (ちいき)の乳幼児 (にゅうようじ)と保護者 (ほごしゃ)同士 (どうし)が交流 (こうりゅう)をする子育 (こそだ)てふれあい広場 (ひろば)（平成 (へいせい)６（1994）年度 (ねんど)～）は、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)等 (とう)が子育 (こそだ)て相談員 (そうだんいん)として関 (かか)わり、平成 (へいせい)25（2013）年度 (ねんど)から小川町 (おがわちょう)一丁目 (いっちょうめ)児童館 (じどうかん)でも開始 (かいし)され、現在 (げんざい)、さわやか館 (かん)、児童館 (じどうかん)、地域 (ちいき)センター等 (とう)、市内 (しない)11か所 (しょ)で行 (おこな)われています。また、市 (し)立 (りつ)保育 (ほいく)園 (えん)でも保育士 (ほいくし)が相談 (そうだん)を受 (う)け付 (つ)けています。【子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)25
（2013）年度 (ねんど)

	４
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターの配置 (はいち)等 (とう)
（48ページ再掲 (さいけい)）
	市 (し)全域 (ぜんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)するとともに、生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)整備 (せいび)事業協 (じぎょうきょう)議会 (ぎかい)を設置 (せっち)しました。また、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)から、おおよそ日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを各地域 (かくちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)し、地域 (ちいき)における様々 (さまざま)な社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)や連携 (れんけい)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を開始 (かいし)しています。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)

	５
	いきいきこだいら高齢者 (こうれいしゃ)見守 (みまも)りの輪 (わ)条例 (じょうれい)の施行 (しこう)
	市 (し)議会 (ぎかい)厚生 (こうせい)委員会 (いいんかい)による政策 (せいさく)課題 (かだい)調査 (ちょうさ)の成果 (せいか)の一 (ひと)つとして、いきいきこだいら高齢者 (こうれいしゃ)見守 (みまも)りの輪 (わ)条例 (じょうれい)が施行 (しこう)されました。市 (し)、市民 (しみん)等 (とう)、関係 (かんけい)機関 (きかん)及 (およ)び事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)が相互 (そうご)に連携 (れんけい)しながら、それぞれの役割 (やくわり)を堅 (けん)実 (じつ)に果 (は)たすことにより、地域 (ちいき)見守 (みまも)り活動 (かつどう)が実現 (じつげん)されることを基本 (きほん)理念 (りねん)として定 (さだ)めています。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)

	６
	コミュニティソーシャルワーカーの
配置 (はいち)
	コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置 (はいち)し、小地域圏域 (しょうちいきけんいき)への積極的 (せっきょくてき)なアウトリーチにより、地域 (ちいき)実態 (じったい)と課題 (かだい)を把握 (はあく)し、住民 (じゅうみん)との協働 (きょうどう)により課題 (かだい)解決 (かいけつ)に取 (と)り組 (く)む体制 (たいせい)づくりを、モデル地区 (ちく)を定 (さだ)めて進 (すす)めています。【社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)】
	






②　災害 (さいがい)時 (じ)における要配慮者 (ようはいりょしゃ)への支援 (しえん)
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)の提供 (ていきょう)等 (とう)
	避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)を民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)等 (とう)関係 (かんけい)機関 (きかん)に提 (てい)供 (きょう)し、地域 (ちいき)における避難 (ひなん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)を行 (おこな)いました。また、災害 (さいがい)時 (じ)や緊 (きん)急時 (きゅうじ)の避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)の緊 (きん)急対応 (きゅうたいおう)に向 (む)けて、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)を提 (てい)供 (きょう)するため、平成 (へいせい)25（2013）年度 (ねんど)に小平 (こだいら)警察 (けいさつ)署 (しょ)及 (およ)び小平 (こだいら)消防 (しょうぼう)署 (しょ)と協定 (きょうてい)を締結 (ていけつ)しました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)21（2009）年度 (ねんど)

	２
	要配慮者 (ようはいりょしゃ)のための防災 (ぼうさい)行動 (こうどう)マニュアルの作成 (さくせい)等 (とう)
	要配慮者 (ようはいりょしゃ)のための防災 (ぼうさい)行動 (こうどう)マニュアルを作成 (さくせい)し、要配慮者 (ようはいりょしゃ)とその家族 (かぞく)に対 (たい)し、日 (ひ)ごろからの備 (そな)えと対応 (たいおう)を促 (うなが)すとともに、地域 (ちいき)での支援 (しえん)に活用 (かつよう)するよう、周知 (しゅうち)に努 (つと)めました。【生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)27（2015）年度 (ねんど)
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③　地域 (ちいき)の生活 (せいかつ)課題 (かだい)を解決 (かいけつ)できる地域 (ちいき)社会 (しゃかい)づくり
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	１
	市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)公募 (こうぼ)事業 (じぎょう)の開始 (かいし)等 (とう)
	平成 (へいせい)18（2006）年度 (ねんど)から、市内 (しない)で活動 (かつどう)する市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)が、自 (みずか)ら企画 (きかく)して実施 (じっし)する公益的 (こうえきてき)な事業 (じぎょう)の経費 (けいひ)の一部 (いちぶ)を市 (し)が補助 (ほじょ)する「市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)公募 (こうぼ)事業 (じぎょう)」を開始 (かいし)し、平成 (へいせい)21（2009）年度 (ねんど)からは市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)やＮＰＯ等 (とう)から、公益性 (こうえきせい)の高 (たか)い協働 (きょうどう)事業 (じぎょう)の提案 (ていあん)を受 (う)ける「いきいき協働 (きょうどう)事業 (じぎょう)」を開始 (かいし)しました。【市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)】
	平成 (へいせい)18（2006）年度 (ねんど)





	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	開始 (かいし)年度 (ねんど)

	２
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターの配置 (はいち)等 (とう)
（48ページ再掲 (さいけい)）
	市 (し)全域 (ぜんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)するとともに、生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)整備 (せいび)事業協 (じぎょうきょう)議会 (ぎかい)を設置 (せっち)しました。また、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)から、おおよそ日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)を対象 (たいしょう)とする生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターを各地域 (かくちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)し、地域 (ちいき)における様々 (さまざま)な社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)や連携 (れんけい)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を開始 (かいし)しています。【高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)】
	平成 (へいせい)28
（2016）年度 (ねんど)

	３
	コミュニティソーシャルワーカーの
配置 (はいち)
（53ページ再掲 (さいけい)）
	コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を配置 (はいち)し、小地域圏域 (しょうちいきけんいき)への積極的 (せっきょくてき)なアウトリーチにより、地域 (ちいき)実態 (じったい)と課題 (かだい)を把握 (はあく)し、住民 (じゅうみん)との協働 (きょうどう)により課題 (かだい)解決 (かいけつ)に取 (と)り組 (く)む体制 (たいせい)づくりを、モデル地区 (ちく)を定 (さだ)めて進 (すす)めています。【社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)】
	平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)
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４　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)・福祉 (ふくし)のまちづくりに関 (かん)する課題 (かだい)
これまでの小平市 (こだいらし)における地域 (ちいき)福祉 (ふくし)・福祉 (ふくし)のまちづくりの現状 (げんじょう)や基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)結果 (けっか)の内容 (ないよう)、国 (くに)の動向 (どうこう)等 (とう)を踏 (ふ)まえ、以下 (いか)のとおり地域 (ちいき)福祉 (ふくし)・福祉 (ふくし)のまちづくりに関 (かん)する課題 (かだい)を整理 (せいり)しました。

（１）地域 (ちいき)での交流 (こうりゅう)支援 (しえん)　●　●　●　●　●　●　●
・１世帯 (せたい)当 (あ)たり人口 (じんこう)は、平成 (へいせい)20（2008）年 (ねん)の2.23人 (にん)から29（2017）年 (ねん)の2.13人 (にん)へと減少 (げんしょう)し、１世帯 (せたい)当 (あ)たりの人員 (じんいん)が減少 (げんしょう)する小世帯化 (しょうせたいか)が進 (すす)み、一人 (ひとり)暮 (ぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)が増 (ふ)え、また、自治会 (じちかい)加入率 (かにゅうりつ)が年々 (ねんねん)減少 (げんしょう)傾向 (けいこう)にある中 (なか)、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決 (かいけつ)にあたっては、若年層 (じゃくねんそう)や勤労 (きんろう)世代 (せだい)も含 (ふく)めた、住民 (じゅうみん)同士 (どうし)のつながりを推進 (すいしん)することによる地域力 (ちいきりょく)の向上 (こうじょう)が求 (もと)められています。
・近所 (きんじょ)づきあいは、災害 (さいがい)が起 (お)きた際 (さい)の支 (ささ)えあいにもつながるため、日々 (ひび)のあいさつや声 (こえ)かけにより、ふれあい、支 (ささ)えあう意識 (いしき)を育 (さだ)てることが必要 (ひつよう)です。
・団体 (だんたい)・組織 (そしき)の活動 (かつどう)場所 (ばしょ)として利用 (りよう)されている地域 (ちいき)センター・公民館 (こうみんかん)の活用 (かつよう)や、空 (あ)き家 (や)等 (とう)の活用 (かつよう)も視野 (しや)に入 (い)れた気軽 (きがる)に集 (あつ)まれる場 (ば)づくりへの相談 (そうだん)や補助 (ほじょ)等 (とう)の支援 (しえん)が、世代間 (せだいかん)の交流 (こうりゅう)や高齢者 (こうれいしゃ)の生 (い)きがい等 (とう)につながります。
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（２）地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の担 (にな)い手 (て)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)　●　●　●　●　●　●　●
・高齢者 (こうれいしゃ)人口 (じんこう)が増加 (ぞうか)し、高齢化率 (こうれいかりつ)をみると、平成 (へいせい)47（2035）年 (ねん)には約 (やく)３割 (わり)になると見込 (みこ)まれる中 (なか)、自治会 (じちかい)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)の団体 (だんたい)・組織 (そしき)は、メンバー・職員 (しょくいん)の高齢化 (こうれいか)や担 (にな)い手 (て)の不足 (ふそく)を課題 (かだい)に掲 (かか)げており、活動 (かつどう)・業務 (ぎょうむ)の担 (にな)い手 (て)となる人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)が求 (もと)められています。
・地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決力 (かいけつりょく)の強化 (きょうか)のため、自治会 (じちかい)等 (とう)の住 (す)んでいる地域 (ちいき)でのつながりによって活動 (かつどう)している地縁型 (ちえんがた)の団体 (だんたい)と、障 (しょう)がいのある人 (ひと)や子 (こ)育 (そだ)ての支援 (しえん)等 (とう)の特定 (とくてい)のテーマでのつながりによって活動 (かつどう)しているテーマ型 (がた)の市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)を、共 (とも)に支援 (しえん)していく必要 (ひつよう)があります。


・市内 (しない)に数多 (かずおお)く存在 (そんざい)する大学 (だいがく)や事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)との連携 (れんけい)を一層 (いっそう)推進 (すいしん)することが大切 (たいせつ)であると同時 (どうじ)に、地域 (ちいき)情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)、市民 (しみん)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)及 (およ)び市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)の地域 (ちいき)・地域 (ちいき)活動 (かつどう)に関 (かん)する意識 (いしき)（生活 (せいかつ)・活動 (かつどう)の基盤 (きばん)である地域 (ちいき)への愛着 (あいちゃく)、参加 (さんか)への意識 (いしき)）の向上 (こうじょう)等 (とう)が求 (もと)められます。
・一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)では、条件 (じょうけん)が合 (あ)えば地域 (ちいき)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)に参加 (さんか)したい人 (ひと)のうち、きっかけ・情報 (じょうほう)があれば参加 (さんか)すると考 (かんが)える人 (ひと)は約 (やく)５割 (わり)となっており、多様 (たよう)な活動 (かつどう)の場 (ば)の提供 (ていきょう)等 (とう)への支援 (しえん)が求 (もと)められています。
・国 (くに)においては、「他人事 (たにんごと)」になりがちな地域 (ちいき)づくりを、住民 (じゅうみん)がお互 (たが)いに助 (たす)けあい、「我 (わ)が事 (こと)」として捉 (とら)え、「支 (ささ)え手側 (てがわ)」と「受 (う)け手側 (てがわ)」に分 (わ)かれるのではなく、地域 (ちいき)のあらゆる住民 (じゅうみん)が役割 (やくわり)を持 (も)ち、住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)で地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を解 (かい)決 (けつ)していく「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」を実現 (じつげん)する必要 (ひつよう)があるとしています。
・複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)の相談 (そうだん)に対 (たい)して、分野 (ぶんや)横断的 (おうだんてき)に調整 (ちょうせい)・対応 (たいおう)ができる人材 (じんざい)の育成 (いくせい)や配置 (はいち)等 (とう)が求 (もと)められています。
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（３）高齢者 (こうれいしゃ)・障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)と生 (い)きがいづくり　●　●　●　●　●　●　●
・すべての人々 (ひとびと)が、いつまでも、その人 (ひと)らしく家庭 (かてい)・職場 (しょくば)・地域 (ちいき)で活躍 (かつやく)できるよう、高齢者 (こうれいしゃ)・障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)が活躍 (かつやく)できる場 (ば)や就労 (しゅうろう)の機会 (きかい)を確保 (かくほ)することが求 (もと)められています。
・高齢化 (こうれいか)が進 (すす)み、地域 (ちいき)で過 (す)ごす時間 (じかん)が長 (なが)くなる中 (なか)、地域 (ちいき)活動 (かつどう)や生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)等 (とう)生 (い)きがいづくりへの支援 (しえん)が、今 (いま)まで以上 (いじょう)に求 (もと)められています。
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（４）情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)・相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)　●　●　●　●　●　●　●
・一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)では、市 (し)の福祉 (ふくし)サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)を必要 (ひつよう)としているにも関 (かか)わらず、ほとんど入手 (にゅうしゅ)できていないと感 (かん)じている人 (ひと)が約 (やく)５割 (わり)となっており、情報 (じょうほう)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)に対 (たい)する情報 (じょうほう)の周知 (しゅうち)に工夫 (くふう)が必要 (ひつよう)です。
・地域 (ちいき)での見守 (みまも)りや災害 (さいがい)時 (じ)に、担 (にな)い手 (て)が活動 (かつどう)しやすく、支 (ささ)えられる側 (がわ)の支援 (しえん)が容易 (ようい)となる情報 (じょうほう)のあり方 (かた)について整理 (せいり)することが大切 (たいせつ)です。
・ふだんの生活 (せいかつ)の中 (なか)で、相談 (そうだん)する人 (ひと)がいない人 (ひと)や相談 (そうだん)に行 (い)くことができない人 (ひと)が、必要 (ひつよう)なときに民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)や市 (し)などに相談 (そうだん)できるようにするには、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と相談 (そうだん)のしやすい体制 (たいせい)が必要 (ひつよう)です。
・例 (たと)えば、要介護 (ようかいご)の高齢 (こうれい)の親 (おや)と、無職 (むしょく)でひきこもりの状態 (じょうたい)にある子 (こ)が同居 (どうきょ)している世帯 (せたい)等 (とう)、相談者 (そうだんしゃ)本人 (ほんにん)のみならず、育児 (いくじ)、介護 (かいご)、障 (しょう)がい、貧困 (ひんこん)等 (とう)、相談者 (そうだんしゃ)が属 (ぞく)する世帯 (せたい)全体 (ぜんたい)の複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)なニーズを的確 (てきかく)に捉 (とら)え、各分野 (かくぶんや)の相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)と連動 (れんどう)して対応 (たいおう)する体制 (たいせい)である、包括的 (ほうかつてき)・総合的 (そうごうてき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)が課題 (かだい)となっています。
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（５）福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)と権利 (けんり)擁護 (ようご)の推進 (すいしん)　●　●　●　●　●　●　●
・利用者本 (りようしゃほん)位 (い)のサービスの実現 (じつげん)に向 (む)けて、福祉 (ふくし)サービス提供事 (ていきょうじ)業者 (ぎょうしゃ)がサービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)に努 (つと)めるとともに、第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)の受 (じゅ)審 (しん)の促進 (そくしん)等 (とう)をしていく必要 (ひつよう)があります。
・認知症 (にんちしょう)、知的 (ちてき)障 (しょう)がい、精神障 (せいしんしょう)がい等 (とう)により、物事 (ものごと)を判断 (はんだん)する能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない人 (ひと)の権利 (けんり)を守 (まも)り、安心 (あんしん)して地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)ができるよう、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)や地域 (ちいき)福祉 (ふくし)権利 (けんり)擁護 (ようご)事業 (じぎょう)（日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)自立 (じりつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）等 (とう)の制度 (せいど)の周知 (しゅうち)と利用 (りよう)の促進 (そくしん)が必要 (ひつよう)です。
・今後 (こんご)の高齢化 (こうれいか)の進行 (しんこう)により、制度 (せいど)利用 (りよう)の需要 (じゅよう)の増加 (ぞうか)が見込 (みこ)まれ、担 (にな)い手 (て)の確保 (かくほ)に向 (む)け、市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)の養成 (ようせい)、後見人 (こうけんにん)の支援 (しえん)等 (とう)も求 (もと)められています。
・高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、配偶者 (はいぐうしゃ)等 (とう)に対 (たい)する虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)については、複雑 (ふくざつ)で専門的 (せんもんてき)な関 (かか)わりが必要 (ひつよう)とされるケースもあり、関係 (かんけい)機関 (きかん)による連携 (れんけい)の強化 (きょうか)や、虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)の早期 (そうき)発見 (はっけん)・防止 (ぼうし)に向 (む)けた啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)等 (とう)が必要 (ひつよう)です。
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（６）生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)支援 (しえん)や複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)えた人 (ひと)への対応 (たいおう)　●　●　●　●　●
・社会 (しゃかい)経済 (けいざい)状況 (じょうきょう)の変化 (へんか)に伴 (ともな)い、失業 (しつぎょう)、低収入 (ていしゅうにゅう)等 (とう)により、生活 (せいかつ)保護 (ほご)受給者 (じゅきゅうしゃ)や生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)に至 (いた)るリスクの高 (たか)い層 (そう)の増加 (ぞうか)を踏 (ふ)まえ、生活 (せいかつ)保護 (ほご)に至 (いた)っていない生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)に対 (たい)し、自立 (じりつ)支援 (しえん)の強化 (きょうか)を図 (はか)るための施策 (しさく)の充実 (じゅうじつ)が求 (もと)められています。複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)える生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)を早期 (そうき)に把握 (はあく)し、個々 (ここ)の状況 (じょうきょう)に応 (おう)じた支援 (しえん)につなげられるかが課題 (かだい)です。
・生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)以外 (いがい)の、ひきこもり等 (とう)福祉 (ふくし)サービスに結 (むす)び付 (つ)いていない人 (ひと)や、世帯 (せたい)の中 (なか)に課題 (かだい)を抱 (かか)える人 (ひと)が複 (ふく)数人 (すうにん)存在 (そんざい)したり、複合的 (ふくごうてき)な課題 (かだい)を抱 (かか)えている人 (ひと)がいる場合 (ばあい)などの把握 (はあく)や支援 (しえん)が求 (もと)められています。
[image: ]






（７）地域 (ちいき)の防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)　●　●　●　●　●　●　●
・振 (ふ)り込 (こ)め詐欺 (さぎ)や空 (あ)き巣 (す)被害 (ひがい)等 (とう)に対 (たい)し、被害 (ひがい)防止 (ぼうし)に関 (かん)する啓発 (けいはつ)や、自治会 (じちかい)等 (とう)地域 (ちいき)での防犯 (ぼうはん)活動 (かつどう)への支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)が必要 (ひつよう)です。
・高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、外国人 (がいこくじん)等 (とう)、災害 (さいがい)時 (じ)に避難 (ひなん)等 (とう)の支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)に対 (たい)して、避難所 (ひなんじょ)への避難 (ひなん)を支援 (しえん)する訓練 (くんれん)等 (とう)、より実践的 (じっせんてき)な訓練 (くんれん)や対象者 (たいしょうしゃ)の把握 (はあく)、安否 (あんぴ)確認 (かくにん)・支援 (しえん)の仕組 (しく)みづくり等 (とう)が課題 (かだい)となっています。
[bookmark: _GoBack]・一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)では、一人 (ひとり)で避難 (ひなん)できないと回答 (かいとう)した人 (ひと)が約 (やく)１割 (わり)いたことから、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)の周知 (しゅうち)と登録 (とうろく)、自治会 (じちかい)等 (とう)への提供 (ていきょう)の推進 (すいしん)が求 (もと)められているとともに、支援 (しえん)を受 (う)ける人 (ひと)について備 (そな)えを進 (すす)める必要 (ひつよう)があります。
[image: ]・災害 (さいがい)時 (じ)に備 (そな)えて、自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)の結成 (けっせい)等 (とう)による、地域 (ちいき)での防災 (ぼうさい)活動 (かつどう)への支援 (しえん)が必要 (ひつよう)です。





（８）地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)　●　●　●　●　●　●　●
・地域 (ちいき)における子 (こ)どもの見守 (みまも)り活動 (かつどう)による安全 (あんぜん)の確保 (かくほ)が求 (もと)められています。
・少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)が進行 (しんこう)する中 (なか)、一人 (ひとり)暮 (ぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)が増加 (ぞうか)し、高齢者 (こうれいしゃ)の孤立 (こりつ)の問題 (もんだい)が顕在化 (けいざいか)しています。高齢者 (こうれいしゃ)が孤立 (こりつ)することなく、住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らし続 (つづ)けるためには、地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で高齢者 (こうれいしゃ)を見守 (みまも)る体制 (たいせい)が必要 (ひつよう)であり、その充実 (じゅうじつ)が求 (もと)められています。
[image: ]






（９）福祉 (ふくし)のまちづくりの推進 (すいしん)　●　●　●　●　●　●　●
・一般 (いっぱん)市民 (しみん)調査 (ちょうさ)・担 (にな)い手 (て)調査 (ちょうさ)のバリアフリー化 (か)の状況 (じょうきょう)では、建築物 (けんちくぶつ)や道路 (どうろ)・交通 (こうつう)機関 (きかん)等 (とう)は「整備 (せいび)されている」「やや整備 (せいび)されている」との回答 (かいとう)が概 (がい)して多 (おお)くなっていますが、だれもが歩 (ある)きやすいように障害物 (しょうがいぶつ)（看板 (かんばん)や放置 (ほうち)自転車 (じてんしゃ)、電柱 (でんちゅう)等 (とう)）が取 (と)り除 (のぞ)かれた歩道 (ほどう)の整備 (せいび)等 (とう)を進 (すす)める必要 (ひつよう)があります。
・一方 (いっぽう)、建築物 (けんちくぶつ)や道路 (どうろ)・交通 (こうつう)機関 (きかん)等 (とう)に比 (くら)べ、情報 (じょうほう)案内 (あんない)等 (とう)が「整備 (せいび)されている」「やや整備 (せいび)されている」と感 (かん)じている人 (ひと)が少 (すく)ない結果 (けっか)となりました。情報 (じょうほう)バリアフリーといわれる、障 (しょう)がい等 (とう)の特性 (とくせい)に応 (おう)じた情報面 (じょうほうめん)での配慮 (はいりょ)が求 (もと)められています。
・高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、乳幼児 (にゅうようじ)を連 (つ)れた人 (ひと)等 (とう)が安心 (あんしん)して日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことができるようにするためには、その困難 (こんなん)を自 (みずか)らの問題 (もんだい)として認識 (にんしき)し、心 (こころ)のバリアを取 (と)り除 (のぞ)き、積極的 (せっきょくてき)に協力 (きょうりょく)する心 (こころ)のバリアフリーが重要 (じゅうよう)です。そのためには、小 (しょう)・中 (ちゅう)学校 (がっこう)における車椅子 (くるまいす)体験 (たいけん)やガイドヘルプ体験 (たいけん)、手話 (しゅわ)学習 (がくしゅう)、当事者 (とうじしゃ)による講話 (こうわ)や交流 (こうりゅう)等 (とう)の福祉 (ふくし)教育 (きょういく)や、市民 (しみん)への高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)への理解 (りかい)を深 (ふか)める啓発 (けいはつ)や交流 (こうりゅう)等 (とう)による、心 (こころ)のバリアフリーのより一層 (いっそう)の推進 (すいしん)が必要 (ひつよう)です。
 (
ふくし
福祉
のまちづくり
について
)[image: ]
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資料：平成28年版小平市統計書（各年１月１日現在）
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資料：平成28年版小平市統計書（各年１月１日現在）
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42,139

44,714

46,048

48,479

21,089

(11.1%)

20,749

(10.8%)

19,404

(10.2%)

21,629

(11.6%)

24,793

(13.6%)

21,050

(11.1%)

23,965

(12.5%)

26,644

(14.0%)

26,850

(14.4%)

26,652

(14.6%)

51,445

22.2

23.4

24.2

26.0

28.3

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成27年

（2015年）

平成32年

（2020年）

平成37年

（2025年）

平成42年

（2030年）

平成47年

（2035年）

(人)

0.0

10.0

20.0

30.0

(％)


image12.emf
21,49519,83222,03325,79921,84043,29645,83346,97049,635

 

29.8

 

27.2

 

25.2

 

24.3

 

22.953,157010,00020,00030,00040,00050,000平成27年平成32年平成37年平成42年平成47年(人)22.024.026.028.030.0(％)

65～74歳 75歳以上 高齢化率


image13.emf
2,607 

3,912 

5,290 

7,259 

8,486 

1,976

(75.8%)

2,951

(75.4%)

3,827

(72.3%)

5,112

(70.4%)

5,953

(70.2%)

631

(24.2%)

961

(24.6%)

1,463

(27.7%)

2,147

(29.6%)

2,533

(29.8%)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

（世帯）


image14.emf
631

961

1,463

 

5112

2147

384

 

1,976

 

1,275

 

2,951

 

3,827

1,659

2,607

3,912

5,290

7,259

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

(人)

男性世帯 女性世帯


image15.emf
資料：●●●（各年●月●日現在）
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資料：●●●（各年●月●日現在）
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資料：統計書、１月１日現在
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資料：平成27年版小平市統計書
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高齢者に関すること 子どもに関すること 障がい者に関すること その他
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回答者数 = 394 ％

子どもや高齢者、障がいのある方など

支援が必要な人への見守り・手助け

避難行動要支援者の救助・支援

福祉サービスに結び付いていない人への

支援

地域活動への若い人の参加が少ない

地域活動の担い手が少ない

近所どうしのつながりが希薄に

なってきた

地域の交流の場が少ない

ごみ捨てなど公共のマナーが

守られていない

空き家が増えてきた

道路の段差などがあり、外出しにくい

その他

わからない

無回答
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回答者数 = 781 ％

あいさつや声かけ

見守り・安否確認

コミュニティサロン活動（子どもから

高齢者の居場所づくり）

子育ての相談

子育て期の親や子との交流

高齢者や障がいのある方などの

身の回りの手伝い

高齢者や障がいのある方などの

食事などの世話

高齢者や障がいのある方などの

外出支援

徘徊の見守りなど、認知症高齢者への

支援

障がいのある方（障がい児を含む）との

交流

買物に困っている方への買物支援

災害時の避難誘導・助け合い

防犯活動

その他

わからない

無回答
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回答者数 = 394 ％

時間的な負担が大きい

体力的な負担が大きい

一緒に活動するメンバー・職員が

少ない、不足している

メンバー・職員が高齢化している

後継者が育たない

活動・業務のための場所の確保

が難しい

活動・業務のための資金の確保

が難しい

行政との連携が取りにくい

同じ分野・活動（業務）内容の個人・

団体とのネットワークがない

異なる分野・活動（業務）内容の個人・

団体とのネットワークがない

地域の情報が得にくい

専門知識が不足している

活動・業務内容の情報発信が

十分できていない

その他

特にない

無回答
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回答者数 = 315 ％

きっかけ・情報があれば

自宅の近くなど、参加しやすい

ところであれば

参加しやすい時間帯であれば

研修を受けられたら

近所の人など、顔見知りの人の

手伝いであれば

近所でない、知らない人の

手伝いであれば

興味のある活動内容であれば

子どもを預けたり、介護を

代わってもらえれば

家族などの理解・協力が

得られれば

お金の負担がなければ

少しでも報酬がもらえるので

あれば

その他

無回答
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回答者数 =

279
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入手できている ほぼ入手できている

ほとんど入手できていない 無回答


image45.emf
回答者数 =

781

81.2 11.0 6.1 1.7
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相談する人はいる 相談する人はいない わからない 無回答
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回答者数 = 781 ％

車椅子の方などの避難所への

移動を支援する訓練

避難行動要支援者の自宅を

訪問し、安否確認をする訓練

消火訓練

応急治療や担架搬送訓練

炊出し訓練

避難所の運営訓練

その他

無回答
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回答者数 = 394 ％

子どもや高齢者、障がいのある方など

支援が必要な人への見守り・手助け

避難行動要支援者の救助・支援

福祉サービスに結び付いていない人への

支援

地域活動への若い人の参加が少ない

地域活動の担い手が少ない

近所どうしのつながりが希薄に

なってきた

地域の交流の場が少ない

ごみ捨てなど公共のマナーが

守られていない

空き家が増えてきた

道路の段差などがあり、外出しにくい

その他

わからない

無回答
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　回答者数 = 781

(1) 車椅子の方や誰もが安全に

     通れる建物の出入口や通路

     （段差をなくす、幅を広げるなど）

(2) 公共施設などのスロープや

     エレベーター、エスカレーター

(3) 車椅子の方や乳幼児を連れた方

     など、誰もが使いやすいトイレ

(4) 歩きやすいように、障害物

     （看板や放置自転車、電柱など）

     が取り除かれた歩道や道路

(5) 点字ブロックや視覚障がい者用の

     信号機

(6) 車いすやベビーカーなどで

     乗降しやすいノンステップバスや

     リフト付バス

(7) 障がい者等用の駐車場

(8) 大きな文字、絵、複数の言語を

     用いた誰もがわかりやすい

     案内標示

(9) 手話通訳者が配置されていたり、

     音声案内がある施設

(10) 補助犬と同伴での入室が

      配慮された店・レストランなど
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整備されている やや整備されている

あまり整備されていない 整備されていない

わからない 無回答


image51.emf
％

小・中学生が「福祉のまちづくり」を学

び、福祉体験などをする機会の充実

市民を対象とした「福祉のまちづくり」を

学び、福祉体験などをする機会の充実

行事などによる、高齢者や障がいのあ

る方などとの交流の機会の充実

広報・パンフレットやイベントの開催など

により、「福祉のまちづくり」を広く普及・

啓発すること

その他

わからない

無回答
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一般市民調査（回答者数=781)

担い手調査（回答者数=394)
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